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実用材料では延性破壊 を示 す場合 でも伸
びの値が実用上必要な大 きさをもたねばな
らない。各種 の低温用金属材料 につ いて,
4～20K,77K:および300Kに お・ける引
張強 さと破断伸び との関係 をプロットする
と図3の よ うになった。試料番号1{'13
はOryogenicMateria■sDa七a
Ha,ndbOOk中のデータか らの リプ ロリ ト
であ り,14～16は 筆者 らの実験結果であ
る。図か ら次の ことが分る。常温 に澄いて,
高 い引張強 さを示す材料 は概 して伸 びが小
さく,伸 びの大 きい材料 の引張 強さは概 し
て低 い。ま た,低 温 になるほど,各 種材料
の強 さは程度の差は あって も高 くなってい
る。 これは結晶中に存在 し,変 形 を もた ら
す「転位 」の動 きが低温では鈍 くなるため
である。他方,低 温での伸 びは次の3グ ル
ープに大別で きる。
(1)温度の低下 とともに連 続的 に増大 する。
(2)温度の低下 とともに連続的に減少す る。
(3)液体窒 素温 度附近までは増大す るが,
それ以下の温度では減少す る。
銅やニ リケル澄 よびその合金 には(1)グル
ープに属するものが多 く・チ タンやその合.
金,高 力アル ミ合金,ス テンレス鋼 などに
は(2)グループに属す るものが多い。
筆者 らが研究 を進めているGu-Ti合金
は比較的新 し く開発 された優れた強靱性 を
もつ高力銅合金 の一つである・ これまで本
合金の加工熱処理に よる強化 に関す る基礎
研勢㊦を進めて きたが,今 回,常 温にお・け
る優れた強度 と靱性が低温では ともに向上
することが明 らかになつた。
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